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中
村
ま
さ
子
と
共
に

歩
む
会

▼
12
月
８
日
の
区
政
報
告
会
終
了
後
、
18
時
30

分
過
ぎ
ご
ろ
か
ら
同
じ
場
所
で
「
望
年
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
参
加
費　

大
人
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　

子
ど
も
５
０
０
円

▼
参
加
ご
希
望
の
方
は
12
月
４
日
ま
で
に
中
村

事
務
所
の
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
へ
、

お
名
前
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
お
電
話
差
し
上
げ

ま
す
。

▼
中
村
事
務
所留

守
番
電
話
（
３
６
３
６
）
１
０
３
１

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
３
６
３
６
）
１
０
３
３

「
望
年
会
」
の

お
知
ら
せ

＜中村まさ子の活動日誌（抄）＞
7月 3日 区政勉強会
 6日 福島避難者こども健康相談会 記者会見
  脱原発1000万人署名江東講演会
 8日 東京の学童保育研究集会
 14日 避難された方たちと結ぶ江東の会
 15日 福島避難者こども健康相談会
 16日 さようなら原発1000万人集会
 17日 23区民自治の会
 19日 ピースサイクルと江東区の懇談
 20日 江東区教組定期大会、キルトクラブうさうさ
 22日 下町ユニオン総会
 23日 チェルノブイリ視察報告会
 24日 公契約条例学習会
 27日 緑の党結成総会
 30日 沖縄の戦いと連帯する東京東部集会実行委
8月 4日、5日 全国フェミニスト議員連盟夏合宿
 6日 オスプレイに抗議する街頭宣伝
 11日 区政報告会、暑気払い
 12日 小出裕章講演会   
 17日 キルトクラブうさうさ
 18日 武藤類子講演会＆福島原発告訴団説明会
 22日 とことん討論会
 24日 原発ゼロをめざす自治体議員国会集会
 25日 コリアフェスティバル
 27日 1000万人署名会議
 28日～30日 行政視察（函館、室蘭、千歳）
 30日 避難された方たちと結ぶ江東の会
 31日 東部集会実行委
9月 1日 東京労働安全衛生センターフィールドワーク
 4日 区政勉強会
 13日 クオータ制を推進する会
 14日 キルトクラブうさうさ
 17日 大島地区ＰＴＡソフトボール大会
 20日～10月19日 第3回区議会定例会
 21日 非正規労働者大集会、
  避難された方たちと結ぶ江東の会
 22日 1000万人署名活動
 24日 1000万人署名会議
 25日 公契約条例講演会
 30日 福島避難者支援演奏会＆バーベキュ―
10月 5日 区政勉強会
 6日 福島原発告訴団 亀戸説明会
 7日 緊急シンポジウム「アスベストにご用心」
 14日 子ども・被災者支援法勉強会
 17日 埼玉県の生活保護受給者チャレンジ支援事業視察
   避難された方たちと結ぶ江東の会
 22日 1000万人署名会議
 23日 奨学資金貸付審査会
 27日 明治小開校140周年記念式典

	
	

市
民
の
声
・
江
東
　
区
政
報
告
会

日
時　

12
月
８
日
（
土
）

　
　
　

午
後
５
時
30
分

場
所　

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー　

第
３
研
修
室

　
　
　

参
加
費
無
料

ど
な
た
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

終
了
後
「
望
年
会
」
を
行
い
ま
す
。

（
千
五
百
円
）
４
ペ
ー
ジ
参
照
。

福
島
原
発
告
訴
団

亀
戸
説
明
会

福
島
の
人
た
ち
は
福
島
第
一
原
発

の
事
故
に
よ
っ
て
生
命
、健
康
、財
産
、

家
族
、
仕
事
、
故
郷
を
奪
わ
れ
ま
し

た
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
東
京
電
力
、

政
府
、
御
用
学
者
た
ち
は
、
誰
一
人

責
任
を
取
ら
ず
、
処
罰
も
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
年
の
６
月
、
１
３
２
４

人
の
福
島
県
民
が
そ
の
責
任
を
問
う

て
彼
ら
を
福
島
地
検
に
告
訴
し
ま
し

た
。放

射
能
汚
染
の
影
響
は
、
空
気
・

水
・
大
地
・
海
・
食
物
な
ど
を
通
じ

て
日
本
中
に
及
ん
で
い
ま
す
。
江
東

区
で
も
線
量
の
高
い
場
所
が
存
在
し
、

環
境
測
定
、
給
食
食
材
の
測
定
を
迫

ら
れ
ま
し
た
。
関
西
な
ど
に
転
居
し

た
ご
家
族
も
い
ま
す
。
私
た
ち
も
原

発
事
故
の
被
害
者
で
す
。

福
島
原
発
告
訴
団
は
第
２
次
告
訴

と
し
て
、
全
国
の
人
々
に
告
訴
・
告

発
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
10

月
６
日
、
告
訴
団
長
の
武
藤
類
子
さ

ん
と
保
田
弁
護
士
に
来
て
い
た
だ
き
、

亀
戸
で
告
訴
団
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

武
藤
類
子
さ
ん
か
ら
は
原
発
事
故

前
の
三
春
町
で
の
美
し
い
暮
ら
し
と

現
状
、
告
訴
に
至
る
心
情
を
お
話
い

た
だ
き
、
保
田
弁
護
士
は
告
訴
の
意

義
、
手
続
き
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
が
武
藤
さ

ん
の
話
に
心
を
寄
せ
、
第
２
次
告
訴

団
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
こ
と
ん
討
論
会

８
月
22
日
、
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船

堀
で
第
17
回
東
京
23
区
と
こ
と
ん

討
論
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
「
改
め
て
考
え
る
〝
ご
み

を
燃
や
す
〟
こ
と 

―
ご
み
を
で

き
る
だ
け
燃
や
さ
な
い
視
点
か
ら

―
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
第
３
分
科

会
で
発
言
者
と
し
て
出
席
、
カ
ナ

ダ
・
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
州
の
脱
焼

却
・
脱
埋
立
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。
ご
み
問
題
は 

自
治
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
た
分
科
会
で
し
た
。

10
月
６
日　

福
島
原
発
告
訴
団
説
明
会　

告
訴
団
団
長　

武
藤
類
子
さ
ん
と

埼
玉
県
の
取
り
組
み

「
ア
ス
ポ
ー
ト
」

埼
玉
県
の
生
活
保
護
受
給
者
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
業
「
ア
ス
ポ
ー
ト
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
埼
玉
県
は
増
え

続
け
る
生
活
保
護
受
給
者
に
寄
り
添

い
、
自
立
に
向
け
て
丁
寧
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
支
援
の 

内
容
は

「
教
育
」「
就
労
」「
住
宅
」
の
３
分

野
に
わ
た
り
ま
す
。

教
育
支
援
の
目
的
は
貧
困
の
連
鎖

を
防
ぐ
こ
と
。
そ
れ
に
は
教
育
が

も
っ
と
も
有
効
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
22
か

所
を
会
場
に
し
て
、
県
内
の
大
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
中
学
３
年
生
の
学
習
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
生

活
保
護
家
庭
の
高
校
進
学
率
が
10
％

ア
ッ
プ
し
て
97
％
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
大
き
な
成
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
全
国

的
に
壮
年
世
代
の
生
活
保
護
受
給
者

が 

急
増
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
で

は
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
、
職
業
訓

練
の
受
講
か
ら
再
就
職
ま
で
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
一
貫
し
て
支
援
し
て
い

ま
す
。
資
料
を
見
る
と
「
生
活
習
慣

改
善
セ
ミ
ナ
ー
」「
面
接
力
向
上
セ

ミ
ナ
ー
」「
原
付
バ
イ
ク
免
許
取
得

講
習
」
な
ど
、
受
講
者
の
現
状
や
地

域
の
特
性
に
あ
わ
せ
た
多
彩
な
技
能

講
習
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
６
１
８
人
が
就
職
す
る
と
い
う

成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

住
宅
支
援
事
業
は
無
料
低
額
宿
泊

所
か
ら
民
間
ア
パ
ー
ト
や
社
会
福
祉

施
設
へ
の
転
居
を
支
援
し
ま
す
。
そ

の
内
容
は
不
動
産
業
者
と
の
交
渉
、

債
務
相
談
、
障
が
い
者
手
帳
の
取
得

や
年
金
受
給
の
支
援
、
病
院
受
診
の

付
添
な
ど
、
住
ま
い
の
問
題
に
限
ら

ず
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
ま
で
住

宅
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
寄
り
添

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ

り
将
来
の
社
会
的
コ
ス
ト
が
削
減
で

き
、
大
き
な
投
資
効
果
を
も
た
ら
す

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ア
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
現
場
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
団
法
人
に
委
託
さ
れ
て

い
ま
す
。
事
業
の
経
費
は
緊
急
雇
用

創
出
基
金
事
業
等
を
活
用
し
て
全
額

国
の
補
助
金
で
す
。
こ
の
補
助
は
３

年
限
り
で
す
が
、
国
に
延
長
を
要
望

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
県
の
担
当
者

は
「
是
非
み
な
さ
ん
の
自
治
体
で
も

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
取
り
組
み

が
増
え
れ
ば
国
も
動
き
ま
す
。」
と

エ
ー
ル
を
お
く
ら
れ
ま
し
た
。「
お

せ
っ
か
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
」
と

い
う
担
当
者
の
こ
と
ば
に
、
こ
ん
な

お
せ
っ
か
い
が
今
の
時
代
に
は
必
要

な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。　中

村
ま
さ
子

★
費
用
弁
償
は
見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。

現
在
別
枠
で
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

中村まさ子の収支報告
2012年 7月 8月 9月

収
入

議員報酬 609,000 609,000 609,000 
費用弁償 0 5,000 20,000 

支
出

所得税 47,750 47,750 47,750 
住民税 53,300 53,300 53,300 
国民健康保険料 77,000 77,000 77,000 
共友会 2,000 2,000 2,000 
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 
退職積立金 60,000 60,000 60,000 
活動積立金 30,000 30,000 30,000 
共に歩む会へ 38,950 38,950 38,950 

中村区議会レ�66.indd   4-5 12.11.8   10:02:30 AM



2012 年 第 3 回
江東区議会定例会
（2012年9月20日〜10月 19日）
市民の声・江東　中村まさ子

決
算
委
員
会

１
　
生
活
保
護
費
に
つ
い
て

中
村 

昨
年
度
の
江
東
区
の
不
正 

受
給
の
現
状
は
？

生
活
保
護
課
長 

件
数
は
45
件
、
発

生
率
は
０
・
３
％
（
国
は
０
・
４
％
）

理
由
は
就
労
収
入
や
年
金
収
入
の
未

申
告
が
７
割 

を
超
え
る
。

中
村 

生
活
保
護
基
準
以
下
で
暮
ら

し
て
い
る
世
帯
で
、
実
際
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
の
は
２
割
程
度
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
比
べ
て
利
用
率
、

捕
捉
率
と
も
大
変
低
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
漏
給
に
つ
い
て
江
東
区
の
対
応

は
？

生
活
保
護
課
長 

生
活
困
窮
者
を
一

人
で
も 

多
く
福
祉
事
務
所
に
結
び

つ
け
る
た
め
、
民
生
委
員
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
事
業
者
（
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
な
ど
）
と
連
携
し
て
地
域
全
体
で

把
握
に
努
め
る
。他

議
員
の
質
問
に
対

し
て
「
必
要
な
人
が

き
ち
ん
と
生
活
保
護

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
」「
扶

養
の
有
無
は
生
活
保
護
受
給
の
要
件

で
は
な
い
」
と
も
答
弁
し
て
い
る
。

中
村 

今
年
に
入
っ
て
親
子
や
兄 

弟
姉
妹
な
ど
、
高
齢
者
見
守
り
事
業

か
ら
外
れ
て
い
る
人
た
ち
の
孤
立
死

や
餓
死
が
多
発
し
て
い
る
。
そ
の
前

に
電
気
や
ガ
ス
が
止
ま
る
と
い
う
前

兆
が
あ
る
が
、
札
幌 

市
で
は
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
業
者
の
料
金
窓
口
に
生
活

保
護
の
チ
ラ
シ
を
置
く
な
ど
連
携
を

と
っ
て
い
る
。
江
東
区
も
検
討
を
。

生
活
保
護
課
長 

区
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
区
報
で
生
活
保
護
制
度
の

広
報
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
業
者
や
警
察
、
民
生
委
員
な

ど
に
情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い
る
。

２
　
母
子
家
庭
支
援
策

中
村 
９
月
発
表
の
「
２
０
１
１
年

度
全
国
母
子
家
庭
調
査
結
果
」
を
見

る
と
、
母
子
家
庭
の
困
窮
度
が
よ
く

わ
か
る
。
そ
の
な
か
で
「
公
的
制
度

の
利
用
状
況
」
が
大
変
低
く
な
っ
て

い
る
。
自
立
支
援
教
育
訓
練
費
， 

高

等
技
能
訓
練
給
付
費
、
母
子
福
祉
資

金
、
生
活
福
祉
資
金
な
ど
、
制
度
を

知
ら
な
い
人
が
多
い
。
ど
の
よ
う
に

周
知
し
て
い
る
か
？

課
長 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
区
報
、 

子

育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
窓
口
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
母
子
自
立
支

援
員
が
紹
介
し
て
い
る
。
周
知
手
段

は
限
ら
れ
て
い
る
が
周
知
の
工
夫
を

す
る
。

中
村 

貧
困
の
連
鎖
を
食
い
止
め 

る
た
め
に
学
習
支
援
、
進
学
支
援
が

重
要
だ
が
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ

て
い
る
か
？

課
長 

母
子
家
庭
に
限
ら
ず
、
中 

高
生
を
持
つ
低
所
得
世
帯
に
学
習
塾

費
用
や
受
験
料
を
貸
し
付
け
る
「
受

験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
相
談
事

業
」（
注
）
を
実
施
し
て
い
る
。
昨

年
度
は
４
５
６
件
の
「
貸
し
付
け
」

が
あ
っ
た
。

（
注
）
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援 

貸
付
相
談
事
業
・
・
・
区
が
受
付

窓
口
に
な
っ
て
い
る
東
京
都
の
事

業
。
中
３
、
高
３
の
子
ど
も
を
持

つ
世
帯
を
対
象
に
塾
費
用
や
受
験

料
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
。
合

格
し
た
場
合
返
還
が
免
除
さ
れ

る
。
塾
費
用
は
20
万
円
、
受
験
料
は

中
３
が
２
７
４
０
０
円
、
高
３
が

10
万
５
０
０
０
円
。

（
い
ず
れ
も
上
限

額
。
収
入
な
ど
利

用
条
件
が
あ
る
）

3
清
掃
事
業
の
収
集
運
搬

中
村 

23
区
の
一
般
ご
み
や
資
源
ご

み
の
収
集
運
搬
事
業
は
23
区 

清
掃

協
議
会
（
区
長
た
ち
が
メ
ン
バ
ー
）

が「
東
京
環
境
保
全
協
会
」（
東
環
保
）

と
契
約
を
結
び
、
そ
の
多
く
を
委
託

し
て
い
る
。
東
環
保
は
労
働
者
供
給

事
業
を
行
う
組
合
か
ら
運
転
手
や
清

掃
車
の
供
給
を
受
け
て
い
る
が
、
そ

の
組
合
で
は
多
く
の
問
題
行
為
が
あ

る
。

　

賃
上
げ
分
を
き
ち
ん
と
労
働
者
に

払
わ
な
い
、
厚
生
年
金
に
加
入
さ
せ

な
い
、
労
働
基
準
法
違
反
や
団
結
権

侵
な
ど
。
重
要
な
公
共
事
業
を
担
っ

て
い
る
ご
み
の
収
集
運
搬
事
業
の
現

場
で
そ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
き
ち
ん

と
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
是
正
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
？

清
掃
事
務
所
長 

江
東
区
で
は
直 

営
の
清
掃
車
10
台
、
東
環
保
か
ら
の

車
両
は
平
均
73
台
。
東
環
保
と
の
契

約
金
額
は
資
源
回
収
な
ど
を
含
め
て

約
15
億
円
。
組
合
内
部
の
問
題
に
つ

い
て
は 

把
握
し
て
い
な
い
。
適
正

な
処
理
を
行
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

環
境
清
掃
部
長 

そ
う
い
う
状
況 

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
把
握
に
努
め
た

い
。

区
長 

組
合
と
の
争
い
に
つ
い
て 

は
、
深
く
入
り
込
む
こ
と
は
控
え
て

い
る
が
、
清
掃
協
議
会
あ
る
い
は
区

長
会
と
し
て
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

公
共
事
業
を
民
間
に

委
託
し
、
そ
こ
で
不

当
労
働
行
為
や
ひ
ど

い
低
賃
金
労
働
が
あ
っ
て
も
「
直
接

の
契
約
相
手
で
は
な
い
」
と
知
ら
ん

顔
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

歴
史
的
経
緯
も
あ
っ
て
23
区
は
東
環

保
と
特
命
随
意
契
約
を
長
年
結
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
事
業
全
体
に

わ
た
っ
て
公
正
な
執
行
を
求
め
る
べ

き
で
す
。

４
　
震
災
が
れ
き
の
広
域

処
理

中
村 

広
域
処
理
の
必
要
性
は
低 

下
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
の
見
通
し
は
？

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
長 

こ
れ
ま 

で
に
東
京
都
が
受
け
入
れ
た
震
災

が
れ
き
は
約
３
万
８
０
０
０
ト 

ン
。

今
年
度
末
ま
で
に
13
万
２
０
０
０
ト 

ン
受
け
入
れ
予
定
。
宮
古
市
で
は
広

域
処
理
に
よ
っ
て
港
湾
設
備
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
村 

が
れ
き
を
受
け
入
れ
て
か 

ら
23
区
の
５
工
場
で
ア
ス
ベ 

ス
ト

が
検
出
さ
れ
た
。
原
因
が
明
ら
か
に

な
る
ま
で
受
け
入
れ
を
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
？

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
長 

そ
の
後
出

て
い
な
い
の
で 

ス
ト
ッ
プ
す
る
必

要
は
な
い
。

区
長 

全
国
の
受
け
入
れ
が
進
ま 

な
い
の
で
、
現
地
で
は
が
れ
き
の
分

別
を
せ
ず
に
何
で
も
燃
や
し
て
い
る
。

広
域
処
理
に
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
。

そ
れ
で
環
境
や
人
体
に
影
響
が
出
た

ら
す
ぐ
止
め 

る
。

５
　
国
民
健
康
保
険
会
計

中
村 

昨
年
度
保
険
料
の
算
出
方 

法
が
変
更
さ
れ
た
。
算
出
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
見
る
と
年
収
２
３
０
万
円

か
ら
３
０
０
万
円
の
子
育
て
世
帯
の

負
担
増
が
11
～
12
％
と
な
り
、
他
の

世
帯
に
比
べ
て
最
大
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
影
響
は
？

医
療
保
険
課
長 

年
少
扶
養
控
除 

の
廃
止
の
影
響
が
出
た
。
江
東
区
で

は
２
１
９
１
世
帯
で
1
世
帯
当
た
り

１
万
８
０
０
０
円
程
度
の
負
担
増
に

な
っ
た
。

中
村 

医
療
費
削
減
策
の
ひ
と
つ 

と
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
課
題
は
な

い
か
。
ま
た
医
療
費
削
減
効
果
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
薬
の
出
し
す
ぎ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
が
医
療
費
削
減
効

果
が
あ
る
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、

そ
の
認
識
に
つ
い
て
。

医
療
保
険
課
長 

品
質
の
確
保
や
情

報
提
供
、
安
定
供
給
に
お
い
て
課
題

は
あ
る
。
削
減
効
果
は
ま
だ
明
ら
か

で
な
い
。
レ
セ
プ
ト
点
検
を
し
て

い
る
が
、
薬
の
出
し
す
ぎ
ま
で
は

チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
。
医
師
が
適
正

に
薬
を
出
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

中
村 

70
歳
か
ら
74
歳
の
高
齢
受
給

者
証
を 

持
っ
て
い
る
方
は
来
年
３

月
に
は
現
在
の
１
割
負
担
か
ら
２
割

負
担
に
な
る
（
現
役
並
み
所
得
者
は

３
割
の
ま
ま
）。
日
本
医
師
会
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
１
割
負
担
か

ら
２
割
負
担
に
な
る
と
受
診
抑
制
が

急
増
し
、
そ
の
結
果
病
気
の
悪
化
を

招
い
て
い
る
。
２
割
負
担
に
反
対
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

医
療
保
険
課
長 

国
の
動
向
を
見
守

る
。

2011年度の江東区一般会計決算は歳入が1600億円、歳出
が1559億円 で、41億円の黒字となった。昨年の東日本大震
災に関連する事業としては、被災者支援総合窓口事業100万
円、同報無線放送整備1億2200万円、液状化の被害が出た道
路復旧に3億1400万 円、小中学校復旧に1億3300万 円など
があげられる。生活保護事業費は前年度より15億円増加して
173億円、豊洲の新病院への整備費補助に25億 円、旧中川・
川の駅事業に1600万円が支出された。また長年要望してき
た学校図書館への司書の配置が小学校で実現しました。

■議案の審議結果　　　　　　　★私の賛否は「市民」を見てください。　
件名 自 公 共 みんな 民 市民 他無所

属４名
平成２４年度 一般会計補正予算         ⑴ ○ ○ × ○ ○ × ○
平成２３年度 一般会計歳入歳出決算、国民健康保
険会計歳入歳出決算、介護保険会計歳入歳出決算、
後期高齢者医療会計歳入歳出決算       ⑵

○ ○ × ○ ○ × ○

小名木川保育園移転新築工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
江東区暴力団排除条例の一部改正       ⑶ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
保育所の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
江東区立都市公園条例の一部改正、江東区水上バス
ステーション条例の一部改正、江東区立公衆便所条
例の一部改正、江東区立児童遊園条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童館の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
江東区防災会議条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
江東区災害対策本部条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
江東区地区計画の区域内における建築物の制限に関
する条例の一部改正 ○ ○ × ○ ○ × ○

◆
議
案
の
ポ
イ

ン
ト

⑴
予
算
→
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致
事
業
に
反
対
。

⑵
決
算
→
民
間
委
託
の

見
直
し
、
貧
困
対
策
の

強
化
を
。

⑶
暴
力
団
排
除
条
例
の

一
部
改
正
→
住
民
に
暴

力
団
排
除
の
責
任
を
お

わ
せ
る
点
、
基
本
的
人

権
侵
害
の
お
そ
れ
が
あ

る
点
に
反
対
。

＊
「
緊
急
事
態
基
本
法

の
早
期
制
定
を
求
め
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
」
に
つ
い
て
は
、

災
害
や
有
事
に
現
行
法

で
対
応
で
き
る
こ
と
、

人
権
保
護
の
観
点
か
ら

問
題
が
あ
る
こ
と
な
ど

の
理
由
で
反
対
。

　

共
産
党
、
新
島
議
員
、

図
師
議
員
も
反
対
し
た

が
賛
成
多
数
で
採
択
さ

れ
た
。

８
月
末
、
行
政
視
察　

千
歳
市
防
災
学
習

交
流
セ
ン
タ
ー
「
そ
な
え
ー
る
」
に
て
。

　

関
東
大
震
災
か
ら
東
日
本
大
震
災
ま
で

記
録
に
残
る
大
地
震
を
体
験
で
き
た
。
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決
算
委
員
会

１
　
生
活
保
護
費
に
つ
い
て

中
村 

昨
年
度
の
江
東
区
の
不
正 

受
給
の
現
状
は
？

生
活
保
護
課
長 

件
数
は
45
件
、
発

生
率
は
０
・
３
％
（
国
は
０
・
４
％
）

理
由
は
就
労
収
入
や
年
金
収
入
の
未

申
告
が
７
割 

を
超
え
る
。

中
村 

生
活
保
護
基
準
以
下
で
暮
ら

し
て
い
る
世
帯
で
、
実
際
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
の
は
２
割
程
度
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
比
べ
て
利
用
率
、

捕
捉
率
と
も
大
変
低
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
漏
給
に
つ
い
て
江
東
区
の
対
応

は
？

生
活
保
護
課
長 

生
活
困
窮
者
を
一

人
で
も 

多
く
福
祉
事
務
所
に
結
び

つ
け
る
た
め
、
民
生
委
員
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
事
業
者
（
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
な
ど
）
と
連
携
し
て
地
域
全
体
で

把
握
に
努
め
る
。他

議
員
の
質
問
に
対

し
て
「
必
要
な
人
が

き
ち
ん
と
生
活
保
護

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
」「
扶

養
の
有
無
は
生
活
保
護
受
給
の
要
件

で
は
な
い
」
と
も
答
弁
し
て
い
る
。

中
村 

今
年
に
入
っ
て
親
子
や
兄 

弟
姉
妹
な
ど
、
高
齢
者
見
守
り
事
業

か
ら
外
れ
て
い
る
人
た
ち
の
孤
立
死

や
餓
死
が
多
発
し
て
い
る
。
そ
の
前

に
電
気
や
ガ
ス
が
止
ま
る
と
い
う
前

兆
が
あ
る
が
、
札
幌 

市
で
は
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
業
者
の
料
金
窓
口
に
生
活

保
護
の
チ
ラ
シ
を
置
く
な
ど
連
携
を

と
っ
て
い
る
。
江
東
区
も
検
討
を
。

生
活
保
護
課
長 

区
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
区
報
で
生
活
保
護
制
度
の

広
報
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
業
者
や
警
察
、
民
生
委
員
な

ど
に
情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い
る
。

２
　
母
子
家
庭
支
援
策

中
村 

９
月
発
表
の
「
２
０
１
１
年

度
全
国
母
子
家
庭
調
査
結
果
」
を
見

る
と
、
母
子
家
庭
の
困
窮
度
が
よ
く

わ
か
る
。
そ
の
な
か
で
「
公
的
制
度

の
利
用
状
況
」
が
大
変
低
く
な
っ
て

い
る
。
自
立
支
援
教
育
訓
練
費
， 

高

等
技
能
訓
練
給
付
費
、
母
子
福
祉
資

金
、
生
活
福
祉
資
金
な
ど
、
制
度
を

知
ら
な
い
人
が
多
い
。
ど
の
よ
う
に

周
知
し
て
い
る
か
？

課
長 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
区
報
、 

子

育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
窓
口
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
母
子
自
立
支

援
員
が
紹
介
し
て
い
る
。
周
知
手
段

は
限
ら
れ
て
い
る
が
周
知
の
工
夫
を

す
る
。

中
村 

貧
困
の
連
鎖
を
食
い
止
め 

る
た
め
に
学
習
支
援
、
進
学
支
援
が

重
要
だ
が
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ

て
い
る
か
？

課
長 

母
子
家
庭
に
限
ら
ず
、
中 

高
生
を
持
つ
低
所
得
世
帯
に
学
習
塾

費
用
や
受
験
料
を
貸
し
付
け
る
「
受

験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
相
談
事

業
」（
注
）
を
実
施
し
て
い
る
。
昨

年
度
は
４
５
６
件
の
「
貸
し
付
け
」

が
あ
っ
た
。

（
注
）
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援 

貸
付
相
談
事
業
・
・
・
区
が
受
付

窓
口
に
な
っ
て
い
る
東
京
都
の
事

業
。
中
３
、
高
３
の
子
ど
も
を
持

つ
世
帯
を
対
象
に
塾
費
用
や
受
験

料
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
。
合

格
し
た
場
合
返
還
が
免
除
さ
れ

る
。
塾
費
用
は
20
万
円
、
受
験
料
は

中
３
が
２
７
４
０
０
円
、
高
３
が

10
万
５
０
０
０
円
。

（
い
ず
れ
も
上
限

額
。
収
入
な
ど
利

用
条
件
が
あ
る
）

3
清
掃
事
業
の
収
集
運
搬

中
村 

23
区
の
一
般
ご
み
や
資
源
ご

み
の
収
集
運
搬
事
業
は
23
区 

清
掃

協
議
会
（
区
長
た
ち
が
メ
ン
バ
ー
）

が「
東
京
環
境
保
全
協
会
」（
東
環
保
）

と
契
約
を
結
び
、
そ
の
多
く
を
委
託

し
て
い
る
。
東
環
保
は
労
働
者
供
給

事
業
を
行
う
組
合
か
ら
運
転
手
や
清

掃
車
の
供
給
を
受
け
て
い
る
が
、
そ

の
組
合
で
は
多
く
の
問
題
行
為
が
あ

る
。

　

賃
上
げ
分
を
き
ち
ん
と
労
働
者
に

払
わ
な
い
、
厚
生
年
金
に
加
入
さ
せ

な
い
、
労
働
基
準
法
違
反
や
団
結
権

侵
な
ど
。
重
要
な
公
共
事
業
を
担
っ

て
い
る
ご
み
の
収
集
運
搬
事
業
の
現

場
で
そ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
き
ち
ん

と
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
是
正
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
？

清
掃
事
務
所
長 

江
東
区
で
は
直 

営
の
清
掃
車
10
台
、
東
環
保
か
ら
の

車
両
は
平
均
73
台
。
東
環
保
と
の
契

約
金
額
は
資
源
回
収
な
ど
を
含
め
て

約
15
億
円
。
組
合
内
部
の
問
題
に
つ

い
て
は 

把
握
し
て
い
な
い
。
適
正

な
処
理
を
行
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

環
境
清
掃
部
長 

そ
う
い
う
状
況 

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
把
握
に
努
め
た

い
。

区
長 

組
合
と
の
争
い
に
つ
い
て 

は
、
深
く
入
り
込
む
こ
と
は
控
え
て

い
る
が
、
清
掃
協
議
会
あ
る
い
は
区

長
会
と
し
て
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

公
共
事
業
を
民
間
に

委
託
し
、
そ
こ
で
不

当
労
働
行
為
や
ひ
ど

い
低
賃
金
労
働
が
あ
っ
て
も
「
直
接

の
契
約
相
手
で
は
な
い
」
と
知
ら
ん

顔
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

歴
史
的
経
緯
も
あ
っ
て
23
区
は
東
環

保
と
特
命
随
意
契
約
を
長
年
結
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
事
業
全
体
に

わ
た
っ
て
公
正
な
執
行
を
求
め
る
べ

き
で
す
。

４
　
震
災
が
れ
き
の
広
域

処
理

中
村 

広
域
処
理
の
必
要
性
は
低 

下
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
の
見
通
し
は
？

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
長 

こ
れ
ま 

で
に
東
京
都
が
受
け
入
れ
た
震
災

が
れ
き
は
約
３
万
８
０
０
０
ト 

ン
。

今
年
度
末
ま
で
に
13
万
２
０
０
０
ト 

ン
受
け
入
れ
予
定
。
宮
古
市
で
は
広

域
処
理
に
よ
っ
て
港
湾
設
備
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
村 

が
れ
き
を
受
け
入
れ
て
か 

ら
23
区
の
５
工
場
で
ア
ス
ベ 

ス
ト

が
検
出
さ
れ
た
。
原
因
が
明
ら
か
に

な
る
ま
で
受
け
入
れ
を
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
？

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
長 

そ
の
後
出

て
い
な
い
の
で 

ス
ト
ッ
プ
す
る
必

要
は
な
い
。

区
長 

全
国
の
受
け
入
れ
が
進
ま 

な
い
の
で
、
現
地
で
は
が
れ
き
の
分

別
を
せ
ず
に
何
で
も
燃
や
し
て
い
る
。

広
域
処
理
に
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
。

そ
れ
で
環
境
や
人
体
に
影
響
が
出
た

ら
す
ぐ
止
め 

る
。

５
　
国
民
健
康
保
険
会
計

中
村 

昨
年
度
保
険
料
の
算
出
方 

法
が
変
更
さ
れ
た
。
算
出
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
見
る
と
年
収
２
３
０
万
円

か
ら
３
０
０
万
円
の
子
育
て
世
帯
の

負
担
増
が
11
～
12
％
と
な
り
、
他
の

世
帯
に
比
べ
て
最
大
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
影
響
は
？

医
療
保
険
課
長 

年
少
扶
養
控
除 

の
廃
止
の
影
響
が
出
た
。
江
東
区
で

は
２
１
９
１
世
帯
で
1
世
帯
当
た
り

１
万
８
０
０
０
円
程
度
の
負
担
増
に

な
っ
た
。

中
村 

医
療
費
削
減
策
の
ひ
と
つ 

と
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
課
題
は
な

い
か
。
ま
た
医
療
費
削
減
効
果
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
薬
の
出
し
す
ぎ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
が
医
療
費
削
減
効

果
が
あ
る
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、

そ
の
認
識
に
つ
い
て
。

医
療
保
険
課
長 
品
質
の
確
保
や
情

報
提
供
、
安
定
供
給
に
お
い
て
課
題

は
あ
る
。
削
減
効
果
は
ま
だ
明
ら
か

で
な
い
。
レ
セ
プ
ト
点
検
を
し
て

い
る
が
、
薬
の
出
し
す
ぎ
ま
で
は

チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
。
医
師
が
適
正

に
薬
を
出
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

中
村 

70
歳
か
ら
74
歳
の
高
齢
受
給

者
証
を 

持
っ
て
い
る
方
は
来
年
３

月
に
は
現
在
の
１
割
負
担
か
ら
２
割

負
担
に
な
る
（
現
役
並
み
所
得
者
は

３
割
の
ま
ま
）。
日
本
医
師
会
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
１
割
負
担
か

ら
２
割
負
担
に
な
る
と
受
診
抑
制
が

急
増
し
、
そ
の
結
果
病
気
の
悪
化
を

招
い
て
い
る
。
２
割
負
担
に
反
対
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

医
療
保
険
課
長 

国
の
動
向
を
見
守

る
。

2011年度の江東区一般会計決算は歳入が1600億円、歳出
が1559億円 で、41億円の黒字となった。昨年の東日本大震
災に関連する事業としては、被災者支援総合窓口事業100万
円、同報無線放送整備1億2200万円、液状化の被害が出た道
路復旧に3億1400万 円、小中学校復旧に1億3300万 円など
があげられる。生活保護事業費は前年度より15億円増加して
173億円、豊洲の新病院への整備費補助に25億 円、旧中川・
川の駅事業に1600万円が支出された。また長年要望してき
た学校図書館への司書の配置が小学校で実現しました。

■議案の審議結果　　　　　　　★私の賛否は「市民」を見てください。　
件名 自 公 共 みんな 民 市民 他無所

属４名
平成２４年度 一般会計補正予算         ⑴ ○ ○ × ○ ○ × ○
平成２３年度 一般会計歳入歳出決算、国民健康保
険会計歳入歳出決算、介護保険会計歳入歳出決算、
後期高齢者医療会計歳入歳出決算       ⑵

○ ○ × ○ ○ × ○

小名木川保育園移転新築工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
江東区暴力団排除条例の一部改正       ⑶ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
保育所の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
江東区立都市公園条例の一部改正、江東区水上バス
ステーション条例の一部改正、江東区立公衆便所条
例の一部改正、江東区立児童遊園条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童館の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
江東区防災会議条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
江東区災害対策本部条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
江東区地区計画の区域内における建築物の制限に関
する条例の一部改正 ○ ○ × ○ ○ × ○

◆
議
案
の
ポ
イ

ン
ト

⑴
予
算
→
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致
事
業
に
反
対
。

⑵
決
算
→
民
間
委
託
の

見
直
し
、
貧
困
対
策
の

強
化
を
。

⑶
暴
力
団
排
除
条
例
の

一
部
改
正
→
住
民
に
暴

力
団
排
除
の
責
任
を
お

わ
せ
る
点
、
基
本
的
人

権
侵
害
の
お
そ
れ
が
あ

る
点
に
反
対
。

＊
「
緊
急
事
態
基
本
法

の
早
期
制
定
を
求
め
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
」
に
つ
い
て
は
、

災
害
や
有
事
に
現
行
法

で
対
応
で
き
る
こ
と
、

人
権
保
護
の
観
点
か
ら

問
題
が
あ
る
こ
と
な
ど

の
理
由
で
反
対
。

　

共
産
党
、
新
島
議
員
、

図
師
議
員
も
反
対
し
た

が
賛
成
多
数
で
採
択
さ

れ
た
。

８
月
末
、
行
政
視
察　

千
歳
市
防
災
学
習

交
流
セ
ン
タ
ー
「
そ
な
え
ー
る
」
に
て
。

　

関
東
大
震
災
か
ら
東
日
本
大
震
災
ま
で

記
録
に
残
る
大
地
震
を
体
験
で
き
た
。
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中
村
ま
さ
子
と
共
に

歩
む
会

▼
12
月
８
日
の
区
政
報
告
会
終
了
後
、
18
時
30

分
過
ぎ
ご
ろ
か
ら
同
じ
場
所
で
「
望
年
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
参
加
費　

大
人
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　

子
ど
も
５
０
０
円

▼
参
加
ご
希
望
の
方
は
12
月
４
日
ま
で
に
中
村

事
務
所
の
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
へ
、

お
名
前
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
お
電
話
差
し
上
げ

ま
す
。

▼
中
村
事
務
所留

守
番
電
話
（
３
６
３
６
）
１
０
３
１

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
３
６
３
６
）
１
０
３
３

「
望
年
会
」
の

お
知
ら
せ

＜中村まさ子の活動日誌（抄）＞
7月 3日 区政勉強会
 6日 福島避難者こども健康相談会 記者会見
  脱原発1000万人署名江東講演会
 8日 東京の学童保育研究集会
 14日 避難された方たちと結ぶ江東の会
 15日 福島避難者こども健康相談会
 16日 さようなら原発1000万人集会
 17日 23区民自治の会
 19日 ピースサイクルと江東区の懇談
 20日 江東区教組定期大会、キルトクラブうさうさ
 22日 下町ユニオン総会
 23日 チェルノブイリ視察報告会
 24日 公契約条例学習会
 27日 緑の党結成総会
 30日 沖縄の戦いと連帯する東京東部集会実行委
8月 4日、5日 全国フェミニスト議員連盟夏合宿
 6日 オスプレイに抗議する街頭宣伝
 11日 区政報告会、暑気払い
 12日 小出裕章講演会   
 17日 キルトクラブうさうさ
 18日 武藤類子講演会＆福島原発告訴団説明会
 22日 とことん討論会
 24日 原発ゼロをめざす自治体議員国会集会
 25日 コリアフェスティバル
 27日 1000万人署名会議
 28日～30日 行政視察（函館、室蘭、千歳）
 30日 避難された方たちと結ぶ江東の会
 31日 東部集会実行委
9月 1日 東京労働安全衛生センターフィールドワーク
 4日 区政勉強会
 13日 クオータ制を推進する会
 14日 キルトクラブうさうさ
 17日 大島地区ＰＴＡソフトボール大会
 20日～10月19日 第3回区議会定例会
 21日 非正規労働者大集会、
  避難された方たちと結ぶ江東の会
 22日 1000万人署名活動
 24日 1000万人署名会議
 25日 公契約条例講演会
 30日 福島避難者支援演奏会＆バーベキュ―
10月 5日 区政勉強会
 6日 福島原発告訴団 亀戸説明会
 7日 緊急シンポジウム「アスベストにご用心」
 14日 子ども・被災者支援法勉強会
 17日 埼玉県の生活保護受給者チャレンジ支援事業視察
   避難された方たちと結ぶ江東の会
 22日 1000万人署名会議
 23日 奨学資金貸付審査会
 27日 明治小開校140周年記念式典

	
	

市
民
の
声
・
江
東
　
区
政
報
告
会

日
時　

12
月
８
日
（
土
）

　
　
　

午
後
５
時
30
分

場
所　

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー　

第
３
研
修
室

　
　
　

参
加
費
無
料

ど
な
た
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

終
了
後
「
望
年
会
」
を
行
い
ま
す
。

（
千
五
百
円
）
４
ペ
ー
ジ
参
照
。

福
島
原
発
告
訴
団

亀
戸
説
明
会

福
島
の
人
た
ち
は
福
島
第
一
原
発

の
事
故
に
よ
っ
て
生
命
、健
康
、財
産
、

家
族
、
仕
事
、
故
郷
を
奪
わ
れ
ま
し

た
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
東
京
電
力
、

政
府
、
御
用
学
者
た
ち
は
、
誰
一
人

責
任
を
取
ら
ず
、
処
罰
も
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
年
の
６
月
、
１
３
２
４

人
の
福
島
県
民
が
そ
の
責
任
を
問
う

て
彼
ら
を
福
島
地
検
に
告
訴
し
ま
し

た
。放

射
能
汚
染
の
影
響
は
、
空
気
・

水
・
大
地
・
海
・
食
物
な
ど
を
通
じ

て
日
本
中
に
及
ん
で
い
ま
す
。
江
東

区
で
も
線
量
の
高
い
場
所
が
存
在
し
、

環
境
測
定
、
給
食
食
材
の
測
定
を
迫

ら
れ
ま
し
た
。
関
西
な
ど
に
転
居
し

た
ご
家
族
も
い
ま
す
。
私
た
ち
も
原

発
事
故
の
被
害
者
で
す
。

福
島
原
発
告
訴
団
は
第
２
次
告
訴

と
し
て
、
全
国
の
人
々
に
告
訴
・
告

発
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
10

月
６
日
、
告
訴
団
長
の
武
藤
類
子
さ

ん
と
保
田
弁
護
士
に
来
て
い
た
だ
き
、

亀
戸
で
告
訴
団
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

武
藤
類
子
さ
ん
か
ら
は
原
発
事
故

前
の
三
春
町
で
の
美
し
い
暮
ら
し
と

現
状
、
告
訴
に
至
る
心
情
を
お
話
い

た
だ
き
、
保
田
弁
護
士
は
告
訴
の
意

義
、
手
続
き
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
が
武
藤
さ

ん
の
話
に
心
を
寄
せ
、
第
２
次
告
訴

団
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
こ
と
ん
討
論
会

８
月
22
日
、
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船

堀
で
第
17
回
東
京
23
区
と
こ
と
ん

討
論
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
「
改
め
て
考
え
る
〝
ご
み

を
燃
や
す
〟
こ
と 

―
ご
み
を
で

き
る
だ
け
燃
や
さ
な
い
視
点
か
ら

―
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
第
３
分
科

会
で
発
言
者
と
し
て
出
席
、
カ
ナ

ダ
・
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
州
の
脱
焼

却
・
脱
埋
立
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。
ご
み
問
題
は 

自
治
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
た
分
科
会
で
し
た
。

10
月
６
日　

福
島
原
発
告
訴
団
説
明
会　

告
訴
団
団
長　

武
藤
類
子
さ
ん
と

埼
玉
県
の
取
り
組
み

「
ア
ス
ポ
ー
ト
」

埼
玉
県
の
生
活
保
護
受
給
者
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
業
「
ア
ス
ポ
ー
ト
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
埼
玉
県
は
増
え

続
け
る
生
活
保
護
受
給
者
に
寄
り
添

い
、
自
立
に
向
け
て
丁
寧
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
支
援
の 

内
容
は

「
教
育
」「
就
労
」「
住
宅
」
の
３
分

野
に
わ
た
り
ま
す
。

教
育
支
援
の
目
的
は
貧
困
の
連
鎖

を
防
ぐ
こ
と
。
そ
れ
に
は
教
育
が

も
っ
と
も
有
効
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
22
か

所
を
会
場
に
し
て
、
県
内
の
大
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
中
学
３
年
生
の
学
習
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
生

活
保
護
家
庭
の
高
校
進
学
率
が
10
％

ア
ッ
プ
し
て
97
％
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
大
き
な
成
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
全
国

的
に
壮
年
世
代
の
生
活
保
護
受
給
者

が 

急
増
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
で

は
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
、
職
業
訓

練
の
受
講
か
ら
再
就
職
ま
で
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
一
貫
し
て
支
援
し
て
い

ま
す
。
資
料
を
見
る
と
「
生
活
習
慣

改
善
セ
ミ
ナ
ー
」「
面
接
力
向
上
セ

ミ
ナ
ー
」「
原
付
バ
イ
ク
免
許
取
得

講
習
」
な
ど
、
受
講
者
の
現
状
や
地

域
の
特
性
に
あ
わ
せ
た
多
彩
な
技
能

講
習
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
６
１
８
人
が
就
職
す
る
と
い
う

成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

住
宅
支
援
事
業
は
無
料
低
額
宿
泊

所
か
ら
民
間
ア
パ
ー
ト
や
社
会
福
祉

施
設
へ
の
転
居
を
支
援
し
ま
す
。
そ

の
内
容
は
不
動
産
業
者
と
の
交
渉
、

債
務
相
談
、
障
が
い
者
手
帳
の
取
得

や
年
金
受
給
の
支
援
、
病
院
受
診
の

付
添
な
ど
、
住
ま
い
の
問
題
に
限
ら

ず
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
ま
で
住

宅
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
寄
り
添

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ

り
将
来
の
社
会
的
コ
ス
ト
が
削
減
で

き
、
大
き
な
投
資
効
果
を
も
た
ら
す

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ア
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
現
場
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
団
法
人
に
委
託
さ
れ
て

い
ま
す
。
事
業
の
経
費
は
緊
急
雇
用

創
出
基
金
事
業
等
を
活
用
し
て
全
額

国
の
補
助
金
で
す
。
こ
の
補
助
は
３

年
限
り
で
す
が
、
国
に
延
長
を
要
望

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
県
の
担
当
者

は
「
是
非
み
な
さ
ん
の
自
治
体
で
も

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
取
り
組
み

が
増
え
れ
ば
国
も
動
き
ま
す
。」
と

エ
ー
ル
を
お
く
ら
れ
ま
し
た
。「
お

せ
っ
か
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
」
と

い
う
担
当
者
の
こ
と
ば
に
、
こ
ん
な

お
せ
っ
か
い
が
今
の
時
代
に
は
必
要

な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。　中

村
ま
さ
子

★
費
用
弁
償
は
見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。

現
在
別
枠
で
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

中村まさ子の収支報告
2012年 7月 8月 9月

収
入

議員報酬 609,000 609,000 609,000 
費用弁償 0 5,000 20,000 

支
出

所得税 47,750 47,750 47,750 
住民税 53,300 53,300 53,300 
国民健康保険料 77,000 77,000 77,000 
共友会 2,000 2,000 2,000 
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 
退職積立金 60,000 60,000 60,000 
活動積立金 30,000 30,000 30,000 
共に歩む会へ 38,950 38,950 38,950 
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